
京都女子大学 京都府、京都市との連携事例

■

自治体の課題（ニーズ）

昨今加速する、データを分析・活用して最適解を導き出す
動きに対応するために、前例や直感のみに頼らずデータを活
用する方法の推進や、人材育成をすすめたい。

研究成果（シーズ）の還元

• 京都府「第11回京都ビッグデータ活用プラットフォーム全体
会議」

• 京都市「データサイエンス・統計リテラシー研修」
において、データサイエンス活用等について講演を行った。
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